化学Ⅰ実験200８-1８

6,6－ナイロンの合成

　毎日の生活に欠かせない化学繊維。今日は、女性のストッキング用をはじめ、水着やスポーツウェア、タイヤコード（タイヤの芯材）など、世界で最も使われている合成繊維の１つである6,6－ナイロンを合成します。

注意　アジピン酸ジクロリドは酸塩化物という非常に反応性の高い種類の物質、水酸化ナトリウムは強塩基性であり、いずれも危険です。実験めがねの着用徹底、手についたときは水で十分洗うこと。またアジピン酸ジクロリドは刺激臭があるので近くで大量に吸い込まないよう気をつけること。
用意　ヘキサメチレンジアミン溶液（「水10mL＋水酸化ナトリウム１個＋ヘキサメチレンジアミン1ｇ」の割合）、アジピン酸クロリド溶液（「シクロヘキサン15mL＋アジピン酸クロリド0.5mL」の割合）、駒込ピペット、ピンセット

手順　１．アジピン酸クロリド溶液（細い試験管に入れてあります）を駒込ピペットで全量取り、ヘキサメチレンジアミンの入ったバイアル瓶の中に、混ざらないよう壁を伝わらせて静かに入れる。

２．2つの液は混ざらないので真ん中で2層に分かれる。実はこの境目の部分にナイロンができているので、ピンセットでこの境目（白いもやもや）をつまむと糸状のものが出てくる。糸をガラス管に巻きつけ管を回すと、薬品の反応が続く限り、切れずにどんどん糸状のナイロンが出てくる。

結果　◎出来上がったナイロンの様子について、記録しよう（色､形､おおよその長さ､などなど）。


考察　ナイロンは、工業的にはまずアジピン酸（ＨＯＯＣ(ＣＨ2)4ＣＯＯＨ）とヘキサメチレンジアミン（Ｈ2Ｎ(ＣＨ2)6ＮＨ2）の水溶液を加熱して合成し、6,6－ナイロンのペレット（粒）を作る。これを融解して多数の細孔を持つ口金から引き出して糸にする（3階建ての工場で、３階で融解し、２階で糸にして、１階で紙管に巻き取る）。
　この合成反応では、カルボキシル基（－ＣＯＯＨ）とアミノ基（－ＮＨ２）が脱水縮合をくり返してアミド結合が形成される。6,6－ナイロンという名称の数字は、アジピン酸の炭素数とヘキサメチレンジアミンの炭素数を示している。反応式は、
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